
8月 3日（土） 

自分の言葉に、しっかり注意を払いなさい。 

言葉には、恵みを与えるにしろ、傷つけるにしろ、そうした

大きな力がある。 

あなたが不注意なことや否定的なことを口にするとき、相手

はもちろん、自分自身をも傷つけることになる。 

この言葉で表す能力は、異怖の念を起こさせるほどの特権で、

わたしが自分のかたちに創造した人間だけに与えたものだ。 

あなたがこの偉大な力を責任をもって使いこなすには、助け

が必要だ。 

世間では機転のきいた素速い応答がもてはやされているが、

人とのコミュニケーションに関するわたしの教えはまった

く違う―聞くに早く、話すのに遅く、怒るのに遅いようにし

なさい。 

あなたが話すときはいつでも、聖霊の手助けを願いなさい。 

わたしはあなたに、電話に出るときはその前に“聖霊さま、

力を貸してください”と祈るように教えてきた。この教えが

有益だったことは、あなたも見てきたとおりだ。 



同じやり方をそのまま、周囲の人たちと意思の伝達をはかる

のに応用してみるといい。 

彼らが黙っていたら、話しかけるまえに祈りなさい。 

先に話しかけられたら、返答するまえに祈りなさい。 

ほんの一瞬の祈りだけれど、それはあなたをわたしとふれあ

わせてくれる。 

この方法なら、あなたの言葉は聖霊の支配下に置かれる。 

ポジティブな話し方があなたのネガティブな話し方にとっ

てかわるにつれて、あなたの喜びは驚くほど増していくはず

だ。 
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【新改訳 2017】 

箴言 12:18  

軽率に話して人を剣で刺すような者がいる。しかし、知恵の

ある人の舌は人を癒やす。 

ヤコブ 1:19  

私の愛する兄弟たち、このことをわきまえていなさい。人は



だれでも、聞くのに早く、語るのに遅く、怒るのに遅くあり

なさい。 

エペソ 4:29 

悪いことばを、いっさい口から出してはいけません。むしろ、

必要なときに、人の成長に役立つことばを語り、聞く人に恵

みを与えなさい。 

 

 

 


